
地震時の盛土補強材の引張強度に関する検証 
 

  （株）ブリヂストン   正会員 ○廣瀬  毅 
  正会員  天野 正道 

   （株）東洋紡           西田  孝 
１．はじめに  

盛土に敷設する補強材は、常時においては補強材の最大引張強さ Tmaxに安全率μを乗じてμTmaxを設計強度

として使用するが、地震時にはμTmaxの力が掛かった補強材がどの様な挙動を起こすのか不明確である。そこ

で地震時の敷設された補強材の挙動を検証すべく、材料が異なる補強材 2種に対して検証試験を実施した。 

 ２．試験方法 

種類 
ジ

材料 ポ

形状 

目合寸法 

縦×横(mm) 

使用サンプル

(Tmax) 

A タ

B タ

(1) 使用サンプル          

本実験には表-1 に示す通り、高分子材料の 

ジオグリッド(SG)と繊維材料のジオテキス 

タイル(CG)を其々サンプルとして使用する。 

(2) 試験機 

   試験は定速伸張型引張試験機を使用し、試 

  験機のチャックにサンプルを取り付け定速で 

 引張る事により強度を確認した。 

(3) 評価基準1)

ア．引張強度の速度依存性 

     補強材が有する常時の最大引張強さ 

    Tmaxは、土の三軸圧縮試験におけるひずみ 項目 

サンプル形状 

引張速度(%/min)
速度 1%/min と同じ引張速度で評価する事 

    が規定されているが2)、地震発生時には 

上記以上の引張速度が補強材に作用する 
項目 

サンプル形状 

クリープ載荷荷重(%

クリープ載荷時間 

クリープ載荷後の 

引張試験条件 

(JIS L 1908) 

と予想される。これより引張速度 1%/min 

の時の引張強度を基準として、補強材の 

引張強度の速度依存性評価を実施し、強 

度増加の割合を材料毎に表-2 に示す条件 

で確認する。SG は製品サンプルを使用す 

るが、CG はサンプル形状により高速の引張試験を実施するのは

い、引張速度が高速になるに連れてチャックつかみ間隔を短く

イ．クリープ載荷試験後の引張強度 
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敷設された補強材に対し地震により応力が増加

した際の挙動を表-3 に示す手順で確認する。安全率

μを0.6として Tmaxの60%の載荷をサンプルに掛け、

一定時間載荷して時間と伸びひずみの関係を測定

した後、除荷したサンプルを引張試験機付け替え、

載荷終了時と同じ伸びひずみに調整した後、引張試

験を実施する。 
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表-1 サンプル形状
オテキスタイル

(CG) 

ジオリッド 

(SG) 

リエステル繊維 高密度ポリエチレン
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表-2 引張強度の速度依存性評
CG SG 

原糸 1本 ストランド 3本

1%/min 以上 

 

内容 

ストランド 3本 

) 60% (0.6×Tmax) 

(6),(24),100,1000   ():SG のみ 

引張速度：20%/min 

難しい為、製品を構成する原糸を用 

する処置により試験を実施する。 

5 10 15 20 25
伸びひずみ(%)

1%/min
5%/min

20%/min
100%/min

) 
図-1 サンプルの引張強度結果(SG-C タイプ
表-3 クリープ載荷試験後の引張強度評価
引張試験 

・海洋資材開発部 ＴＥＬ045-825-7538 



３．評価結果                           
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(1) 引張強度の速度依存性 

SG に関する結果を図-1 及び図-2 に示す。高分子材料は引 

張強度の速度依存性が大きい為、引張速度 100%/min 程度ま 

での試験により引張速度と引張強度の関係を得たが、CG は 

SG と同様な条件では強度増加の割合が小さい為、図-3 に示 

す通り最大速度 40000%/min までの対応を取った。 0.01 0.1 1 10 100 1000 10000
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図-2 引張強度の速度依存性(SG-C タイプ) (2) クリープ載荷後の引張強度 

クリープ載荷時間と伸びひずみの関係並びに、クリープ

載荷後の引張強度結果を、SG は図-4 及び図-5 に、CG は図-6

及び図-7 に示す。クリープ載荷による伸びひずみと載荷後

の引張試験による伸びひずみの合計量は、クリープ未実施の

サンプルに対し引張試験を実施した際に生ずる伸びひずみ

と比較するとほぼ同程度である。 
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図-3 CG 原糸の引張強度の速度依存性 
４．まとめ 

(1) 引張強度の速度依存性を材料毎に確認した結果、高分子材料のジオグリッドは繊維材料のジオテキスタイ

ルに比べて速度依存性が多少高い傾向が有る。 

(2) クリープ載荷後の引張試験は材料に依らず、クリープ載荷後に応力の増加が生じても製品が有する強度に

変化は無い。 
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図-7 クリープ載荷後の引張強度試験(CG-A タイプ)
図-4 クリープ載荷時間－ひずみ線図(SG-C タイプ
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図-5 クリープ載荷後の引張強度試験(SG-C タイプ)
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